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社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

第 1 回通常総会議事録

日時:昭和 47 年 5 月 27 日午後 1 時~2 時 報告および決算を承認した.

場 所:法政大学工学部(東京都小金井市梶野町 2. 昭和 47 年度事業計画一部追加について:川野

3-7-2) 理事より昭和 47 年度の事業計画につき一部追加

出席者:小野勝次他 656 名(委任状 456 名を含む) の提案があり，原案どおり承認した.

午後 1 時，理事より定款第 31 条に定める定足数

に達した旨の報告があり，本総会の成立が確認され，

開会を宣した(定足数 527 名 =1 ， 581 名(会員数)x

1/3). 定款第 28 条により，小野勝次会長議長となり，

本総会の議事録署名人に森清実，若山邦紘の両氏

を選任した後会務報告，議事に入る.

I 会務報告

1. 法人設立について(小野勝次設立代表者)

イ.社団法人日本オベレーションズ・リサーチ学

会は，昭和 47 年 5 月 23 日付(委大第 2-6 号)

をもって設立を許可された.

ロ.社団法人日本オベレーショ γズ・リサーチ学

会の定款は，配布の定款どおりに確定した(本

件については，設立総会において，関係官庁の

指示による字句の訂正など一部修正について設

立代表者に一任されていた). 

2. 昭和 47 年度役員について(小野勝次会長)

昭和 47 年度の役員の紹介が行なわれた(役員

氏名は定款付則 (2) 記載のとおり).

3. 事業報告

イ.各担当理事より，研究発表会，国際協力，刊

行物の発行，研究会活動の状況，普及活動その

他について報告が行なわれた.

ロ.会計理事より昭和 46 年度収支計算書，貸借

対照表，財産目録および収支差引残高の処理

(案)について説明があり，ついで山口 裏監

事から，本総会に提出の上記決算財務諸表は正

確であることを確認した旨の会計監査報告が行

なわれた.

11 議事

1. 昭和 46 年度事業報告および決算承認に関する

件:前記会務報告にもとづき，昭和 46 年度事業

3. 昭和 47 年度収支予算の一部変更について提案

があり，原案どおり承認した.

4. 評議員選任について:昭和 47 年度および昭和

48 年度の評議員を別記のごとく選出した.

5. 名誉会員の推薦について:議長の指名により，

近藤次郎氏から，前会長小林宏治氏を名誉会員に

推薦する旨の提案が行なわれ，これを可決した.

III その他

議長の指名により，森口繁一氏より前会長小林宏

治氏に対して，法人化達成の感謝決議を行ないたい

旨の提案があり，満場一致でこれを承認し，感謝決

議を行なった.

以上により，第 1 回通常総会の議事を終了し，議

長は閉会を宣した.

昭和 47年 5 月 27 日

社団法人日本オベレーションズ・リサーチ学会

第 1 回通常総会

1. 研究発表会

議 長小野勝次⑪

議事録署名人若山邦紘⑪

" 森清莞⑪

1971 年度事業報告

(1) 6 月 17 日， 18 日の両日東京大学経済学部

において第 29 図研究会発表を開催し，翌 6 月 19 日

は東芝集中検診センターおよび東京ガス製造データ

処理室を見学した.

特別テーマ 会計・財務と OR

特別講演 3 件

一般発表 57 件

(2) 10 月 30 日， 31 日の両日宇部短期大学にお

いて第 30 回研究発表会を開催し，翌日月 1 日は宇

部興産・秋芳洞を見学した.
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特別テーマ システム設計と OR

特別講演 3 件

一般発表 55 件

2. 総会

6 月 17 日，東京大学経済学部において総会を開

L 、Tこ.

3. 臨時総会

1 月 29 S ，情報処理研修セγターにおいて臨時

総会を開いた.

4. 設立総会

1 月 29 日，情報処理研修セシターにおいて設立

総会を開いた.

5. 評議員会

昭和 46 年 12 月 18 日，昭和 47 年 2 月 25 日の 2

回開催した.

6. 理事会

昭和 46 年 6 月より昭和 47 年 3 月の聞に 8 回開催

した.

7. 社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会

設立発起人会

8. 各委員会

刊行物委員会 6 回

研究普及委員会 5 回

法人化委員会 6 回

組織検討委員会 5 回

会員増強委員会 3 回

広告委員会 6 回

IAOR 委員会 9 回

表彰委員会 4 回

大会準備委員会 4 回

IFORS.TIMS 委員会 1 回

9. 国際協力

第 16 巻 1 号およびrJORSJJ Vo1. 13, No.4. Vo1. 

14, No. 1, 2, 3, 4 を発行した.

11. 研究会活動

下記の研究部会が活発な研究活動を行なった.

組合せ理論，システム，待ち行列， MIS，信頼性，

設備投資，取替計画の経済計算，数理計画， PPBS , 

探索理論， DP 部会が活動した.

なお，システム，待ち行列，信頼性，設備投資，

取替計画の経済計算部会は昭和 46 年度でその活動

を終了した.

12. 大西記念文献賞

第 4 聞大西記念文献賞は下記に対し授与された.

“System Reliability Analysis by Markov Reｭ

newal Process, " JORSJ V 01. 12, No. 4 (1970) 

広島大学尾崎俊治

13. 普及活動

(1) OR 金耀サロ γを刊行物委員会の主催で毎

月 1 回，ランダムに選ばれた会員と OR に関するテ

ーマを決めて，話しあい，記録を「経営科学」に掲

載した

(2 ) 月例講演会を毎月 1 回行なった.

(3) “OR 学会だより"を毎月 1 回会員に送っ

?こ.

14. 法人化

学会の社団法人化の活動が進められ，文部省への

申請手続きも終わり，認可をまつのみとなった.

15. 支部活動

6 支部とも活発に活動を行なった.

16. その他

(1) 第 6 回国際 OR 学会参加派遣の件: 1972年

8 月に開催される標題について準備を進めた.

(2) 事務所移転の件:学会事務所を昭和 46 年

( 1) IAOR (International Abstract in Opera- 12 月に下記へ移転した.

tions Research) 誌の発行に協力し， IAOR のため 113 東京都文京区弥生 2-4-16

の国内 OR 文献の抄録活動ならびに IAOR 誌 Vo1. 学会セγターピル 03 (815) 3351~2 

11 の園内頒布を行なった 17- 会員の状況 (3 月 31 日現在)

(2) 1975 年 IFORS 国際会議の日本開催が内定 名誉会員 4 名

し，そのための準備母体として， IFORS. TIMS 委

員会を発足させた.

(3) 1975 年 IFORS 国際会議の開催と並行し，

TIMS 国際会議を開催することに決定した.

(4) 1972 年 IFORS 国際会議への参加の準備を

行なった.

10. 刊行物

「経営科学」第 14 巻 4 号，第 15 巻 1 ， 2, 3. 4 号，

正会員 1， 419 名

学生会員 136 名

賛助会員 113 :f:士
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昭和 46 年度収支決算報告

1. 財産自録

{昭和47年 3A31 S混在}

総括表
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自昭和46年 4 月 1 El 

至昭和47年 3 月31 日
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昭和 47 年度役員
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5 会議費

1 6. 旅費交通費
, 7. 撹察間報会望書作

JV4費等

事業費合計

名職f受名氏

東京大学・工・航空・教授

九州大学・工・応用総計・
教授

JI!崎議工業(株)常勤顧問

名古慶大学名誉教授

部会長

務次

近藤次郎

三上擦

小野長会

策現燃料工業(株)数理計閥
課長

慶応義塾大学・エ・数学・
助教授

電々公社技術局専門調査役

東京芝浦電気〈株ヨJCT建設
務担当部長

勝義

庶

海辺不二雄

早稲田大学・生産研・教授

東京大学・経・助教授

高橋磐郎

竹内啓

研究

文郊守安・統計数理研・第三
研究部長

7雪山i孝次郎

室長轍大学・工・間工.

無任所池務理学綾南鐙産業〈株〉耳三事苦役

fI ト苦ß 簿一千葉工業大学・工業経営・
教授

近畿大学・工・経営・教授

中部議カ〈株〉情報処理-ltγ
ター設計課長

川野孝三郎

蒸

満

擦E璽

鎮雄千{主

集

計

刀根

横井

編

ム
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横山

務

11 

I! 

/f 

草寺 関 予算額 決算額|増減〈ム〉摘繋

j耳遂営費
ぷZ会ζ、 1m 餐 388，∞s 302,506 85, 494 
旅資交 i現望号 305, 000 436, 475 ム131 ， 475

備 品 費 314, 000 264, 000 50, 000 
印 吊j 望号 250，∞o 259, 008 6 9, 000 
遜 j~ 費 1 ， 310， 000 833, 543 476, 457 
絵 草寺・そF !!�l 3， 040袋詰00 3, 310,518 ム27仏 518

諸 給 4， 8∞ 28, 100 6 23, 300 
退職積立金 299 ,000 299, 000 。

部援賃貸料 1,440, 000 1, 453, 110 ム 13 ， 110

光熱水滋料 。

i 
援聖書手数料 83, 200 吾1 ， 045 I 22, 155 
公穏公課手数料 。 1， 0∞∞。

会費徴収不能 147，∞ゅ 447,600 16300, 600 
タイピν作成費 275,000 I 0 
移 事正 費 合 332,276 16332, 276 
2詰耗r!ilt饗 576， 00容 531 , 290 I 44,7W, 
雑 費 200,000 147, 255 I 52, 745 

一空営費合計 1 8 肌∞01 開3， 461 1♂ふ帆61 ， 46犯I一一
合 計 1 1弘叫捌 117， 206， 4931

El1a次s mH怖い1醐四 162， 008 叫 l 
期繰越金 I 711 ， 72宮| 仇制[げ

合計!…31…ー66トー
一
授
間
決

教
社営

情
経
γ

.
マ
学
ク
大

v

蛮
べ
紹
芝
盗
東

武雄

光努

松富

本告

I! 

I! 

奥村誠次郎

lむ口

監事

支部名 氏名 所 属

北海道 湾滅工と次 北海道大学

(2 名〉 浅草苦笑台 東海大学

東北電力

東北大学

東北電力

名古屋大学

名古屋鉄道

官ま々公社

名古屋工業大学

飛回 武宣告

村手光彦

大前義次

真鍋竜太郎

中音ß

(4 名)

3主総選出評議員

浅間秀雄

竹内清

今村 一一郎

東北

(3 名〉

大阪大学

問辺製薬

京都大学

大阪大学

兵庫県

横山保

羽鳥正

ミ核久

西間俊夫

小笠原践

関西

(5 名〉
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中国四国

(4 名)

九州

(2 名)

佐々木英治

大城戸淳二

青木兼一

石田甫

梅根定

堀川映二

宇部興産

四国電力

広島大学

宇部興産

西日本鉄道

九州工業大学

氏名

阿部統

浅野長一郎

今村和男

江福力

小田中敏男

小田中斉

大沢豊

加瀬滋男

河田竜夫

北川一栄

後藤正夫

権藤元

坂口実

全会員投票による評議員

25 名

所属|氏名 所属
東京工業大
学

塩野義製薬

防衛大学

日本電信電
話公社

東京都立工
業短大

東亜燃料工
業

大阪大学

大阪府立大
A出

寸一

慶応義塾大
，llι 

寸一

住友電気工
業

大分大学

中国電力

大阪大学

反町洋一三菱総合研
究所

塚本広幸日本国有鉄
道

中村義作 日本電信電
話公社

西野吉次早稲田大学

原野秀永東京芝浦電
気

牧野都治統計数理研
究所

三省 武日本国有鉄
道

官川公男一橋大学

森口繁一東京大学

矢島敬二日本科学技
術研修所

矢部 真新日本製鉄

渡辺 浩東北大学

会長指名評議員

氏名 所属|氏名
久保敏彦日立製作所

高橋治一郎気象庁

東郷安正日本電気

藤森謙一清水建設

所属

大
大
業
業
機

工
工
電

京
京
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1972 年度事業計画追加

1972年度事業計画に法人化記念事業としてつぎの

計画を追加する.

1, 祝賀パーティ

5 月 27 日夜，春季研究発表会の懇親会を兼ねて

行なう.

2. 会員増強運動

学会組織強化委員会を設け，会員増強運動を行な

う.

3. OR 学会賞の設置

表彰委員会，理事会を中心に新しい賞を設ける方

向で検討する.

4. OR ハシドプ v クの編集

日本科学技術連盟と協力して íORハンドデックj

(仮称)の編集を行なう.

5. その他

法人記念事業として適当な事業を行なう.

昭和 47 年度収支予算(一部修正)

自昭和47年 4 月 1 日

至昭和48年 2 月 28 日

1. 総括表

区分 1収入一同一一I4;「22へ
特詰 |222判明記|;::Etl i|;::2d 

2, 一般会計予算書

収入の部

手干 目 |予算額|前年度予算額|増減ω| 摘要

正会員会費 5,580,000 円 4,350,000 円 1 ， 230， 00円0 1 ， 550名

学生会 fl 会費 342,000 210,000 132,000 190名

入 A白? 金 125,000 197,500 ム 72， 500

賛助会員会費 7， 500，∞o 5,960,000 1,540,000 150名

基本財産利子 300，∞o 。 300,000 
預貯金利子 350,000 。 350， 0ω 

会誌頒布収入 650,000 600,000 50,000 
資料等頒市収入 380,000 218,000 162,000 
IAOR 収入 180,000 112,000 68,000 
研究発表会収入 823,000 702,000 121 ， ωo 

講演会参加費 。 。 。

広告掲載費 1,200,000 922,000 278， 0∞ 

雑 収 入 450,000 448,000 2， 0ω 

前年度より繰越金 5, 462,410 2,542,565 2,919,845 

合 計 1 23，地仰 1 16，肌閃51 7， 080， 34

支出の部

科 目 |予算額|早主喜|増減 ωi 摘 要
I 事業費

1.研究発表会 1 (1， 334， 0∞)1 (1， 180，∞O)I( 154，∞0) 

大会開催費 1 610,000 1 550,000 1 60,000 
大会関係印刷費 1 724, 000 1 630，∞o 1 94,000 

2 学会誌等刊行費 1(6， 200， 0∞)1(3， 950，∞0)1(2， 250，∞0)

経営科学 1 2,935,000 1 2,280, 000 1 655， 0∞|年 6 同刊行
発行部数

2, 100 
J .O.R. S. J , 1 895,0001 796，∞01 99，∞01年 4 回刊行

発行部数
2;1001 

報文集等1 153,000 1 1∞， 000153， 0ω 

審査料等1 4お， 000 1 400， 0∞ 1 385,000 
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通信・配送費 1, 382, 000 374, 000 1, 000, 000 
名簿作成費 400 , 000 。 400, 000 

3 国際協力費 ( 304, 700) ( 241 , 000) ( 63, 700) 
IAOR購入費 135, 000 113, 000 22, 000 
IFORS会費 64, 700 38, 000 26, 700 
IAOR抄録費 105, 000 90，∞o 15, 000 

4 研究活動費 (1， 139，∞0) ( 909 , 000) ( 230, 000) 
講演会開催費 156, 000 20 , 000 136, 000 
部 ~ 、 費 330, 000 345 ， 0ω ム 15， 000

支 部 費 653， 0∞ 544， 0∞ 109, 000 
5 会 議 費 343, 500 400, 000 ム 56 ， 500

6. 旅費・交通費 500, 000 450, 000 50, 000 
7. 記念事業費 300, 000 。 300, 000 

事業費合計 1 1山且12幻1川o 17, l sD.OOOIZ, 991, 2∞ l 
E 運営費

会 議 費 223, 000 388, 000 ム165 ， 0ω

旅費・交通費 324, 000 305 ， 0∞ 19, 000 
消耗品費 550, 000 576， 0∞ ム 26， 000

備 品 費 550, 000 i 314, 000 236 ， 0∞ 

印 串j 費 200 , 000 250, 000 ム 50， 000

通 信 費 834, 000 1, 310, 000 ム476 ， 000

給与・手当 3, 100, 000 3, 040, 000 60 , 000 
誇 給 15, 000 4, 800 10, 200 
退職積立金 220 , 000 299 , 000 ム 79， 000

部屋賃貸料 1, 176, 560 1, 440, 000 ム263 ， 440

光熱・水道料 273, 130 。 273, 130 
振替手数料 80, 000 83， 2∞ ム 3， 200

公租公課手数料 50, 000 。 50, 000 
会費徴収不能金 。 147, 000 ム147， 0∞

雑 費 160, 000 200, 000 ム 40， 000

運営費合計|問問。 1 8，眠 000 1 ム帆幻01
メ口弘 計 117， 876， 8叫5，飢 000 1 山

3. 特別会計予算書

(1) 賞金基金会計

収入の部

科 目 1 予算額 i 事主審 i 増減 ω
前年度より繰越金 1 200， 0∞円1 3肌∞円五両日
合計 1 20刊o 1 300,000 1 ム100， 0∞

支出の部

科 目 i 予算額 l 専主事 l 増減 ω
賞 金 1 100，側円1 1叫∞円 円
合計 1 100，側 100 ， 000 0 

(2) IFORS 積立金合計

収入の部

科 目 |予算額 i前年度予算額!増減(ム〉
前年度より繰越金 |ω刊円 3，∞刊円 。円

合計 1 3， 00刊o 1 3, 000, 000 1 0 

支出の部

科

i;::::f|:円db円
日

IFORS ノミンフレット

OR in Jap. Summary 

IFORS 会合資
IFORS 交通費

合計|
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